
仕 様 書 
１ 件名 

2024 年度 Σビジネスに携わる社員への研修の委託 

２ 概要 

Σビジネス（※詳細は仕様書別紙 1参照）を遂行するにあたり、キャリアチャレンジ制度により株

式会社ゆうちょ銀行地域リレーション部門に配属されたエリア基幹職社員、総合職社員及びエリア本

部に所属するΣビジネス担当者（以下「受講者」という。）に対して、銀行業務、財務モデリング、事

業分析、プロジェクトファイナンス、ESG ファイナンス等について、地域金融機関等との折衝に必要

な知識・スキル等を付与する。 

３ 委託内容 

仕様書別紙 2のとおり。 

４ 留意事項 

(1) 株式会社ゆうちょ銀行 地域リレーション部門 地域共創推進部（以下「主管担当」という。）と

適宜、調整を行いながら、効率的かつ迅速に作業を行うこと。 

 (2) 調整を行う際にかかる経費（交通費、資料作成費、消耗品等）については、受託会社において用

意、負担すること。また、研修会場については主管担当と適宜、調整を行い手配すること。 

  (3) 必要に応じて関係部署との打合せに参加し、説明等を行うこと。 

５ 委託期間 

契約締結日から 2025 年 3月 31 日（月） 

６ 納入成果物及び納入期限 

(1) 仕様書別紙 2 の委託内容について、Word、Excel、PowerPoint、PDF のソフトにより作成したデ

ータを任意の方法により納入する。 

(2) 研修等に使用した資料を１部納入する。 

 なお、納入成果物に必要なソフトウェア及び CD-R 等は受託会社において準備すること。 

(3) 納入期限 

    2025 年 3 月 31 日（月） 

７ 納入場所 

  〒100-8793 東京都千代田区大手町 2-3-1 大手町プレイスウエストタワー19階 

  株式会社ゆうちょ銀行 地域リレーション部門 地域共創推進部 

８ 個人情報 

受託者は、本件受託業務の全部又は一部を第三者に再委託する場合は、事前に個人情報の管理方法

について定められた受託者と本業務に関わる会社（第三者）との間の覚書（本仕様書の個人情報に関

する取扱いを満たす内容のもの）、社内取扱規程等の書類を主管担当へ提出し、主管担当の承認を得

た上で受託した作業を実施すること。 

なお、個人情報に関する取扱いについては、受託者及び事前に主管担当において承認された本業務

に関わる会社間のみで取り扱うこと。 

９ その他 

(1) 受託者は契約締結後、主管担当と速やかに「研修日程、研修内容、研修講師及び教材資料等」

に関する打ち合わせを行い、決定事項を記載した資料を提出すること。 

(2) 受託者は、履行終了後速やかに、以下の書類を主管担当（TEL03-3477-2041）へ提出すること。 

  完了届・報告書・納品書等（様式適宜） 

(3) 本件に係る詳細については、主管担当の指示による。 
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仕様書別紙 2 

委託内容 

１ 作業内容 

  下記(1)から(5)に係る作業を実施し、具体的な成果物としてとして一定の資料を納入することとする。 

  （1） 研修講師の派遣（研修の実施） 

   ア 受講者 

     受講者は以下の通り。 

    ・対面受講者 30名程度 

    ・WEB 受講者 80名程度 

    尚、各研修の受講者については、研修内容に応じて主管担当が判断の上決定するものとする。 

   イ 研修日程（予定） 

     2024 年 6 月から 2025 年 3 月にかけ、以下 2期間に分けて実施（10～15 営業日程度） 

第 1クール：2024 年 6月（5～8日間程度） 

第 2クール：2024 年 11 月（5～8日間程度） 

    ※ 委託日程は予定であり、最終的な派遣日数、実施時期等については、主管担当と調整の

上、必要に応じて変更に対応し得る体制・人選とする。 

   ウ 研修内容 

地域金融機関等との折衝に必要な知識・スキルの付与を行う。具体的な内容（テーマ等）は、

銀行業務全般、財務モデリング、事業分析、プロジェクトファイナンス、ESG ファイナンス等

の基礎的な知識・スキルに関するものとするが、その他目的に資するテーマ等があれば提案す

ること。 

エ 研修方法 

     研修は原則、対面及び PC 端末を使用したリモートのハイブリッド形式で実施すること。 

リモートでの受講には受講者へ配備済みの端末を使用し、ツールは Teams、zoom、Webex のい

ずれかを想定。なお詳細な実施方法については、主管担当と調整の上決定すること。 

(2) 教材資料等の提供及び発送 

 ア 研修資料（テキスト） 

研修中に使用する教材資料については、既存のものでも可とするが、事前に主管担当と調整し、

修正等の対応ができるようにすること。 

おって、研修生に配布する教材資料については、研修実施の 3 営業日前までに主管担当が指示

する場所に到着するよう発送すること。（印刷及び発送費用は受託会社負担とする。） 

  イ 事前課題 

研修実施前に事前課題を課すこととし、内容については事前に主管担当と調整すること。 

 (3) 研修機材の準備 

研修で使用する機材（講師用 PC、カメラ、スピーカー、マイク、延長コード、文房具等）等につ

いては、すべて受託会社で用意すること。 



  (4) 研修事務運営サポート 

   研修を円滑に実施するため、主管担当が提供する情報の部外講師等への伝達、部外講師からの要

望の主管担当への共有等の庶務を行う事務局員を確保すること。 

(5) 研修結果の分析報告・アフターフォローに関するアドバイス 

   研修実施結果及びアンケート調査等に基づき、受講生の受講状況（現状）に関する報告を行うと

ともに、併せて研修後のアフターフォローを行う上での全体総括・アドバイス等を行うこと。 

  上記報告・アドバイス等を行うに際しては、報告書（受講生の特徴、講師所感、次年度に向けた

提案等を記載）を作成し、主管担当へ提出すること。 

２ 研修運営体制等 

  作業に着手する前に、「実施スケジュール、運営体制、研修内容、研修講師及び教材資料等」に関す

る打ち合わせを契約後速やかに行い、主管担当の承認を得ること。 

  また、交通機関不通時・講師急病等の際の代替講師の派遣やカリキュラムや教材等に不備が発見さ

れた際の各種調整（修正）作業など、突発的なトラブル及び主管担当からの要請事項等にも適切かつ

速やかに対応できる運営体制を編成すること。   

なお、各作業の過程において適切に進捗管理、報告が行える管理体制を整えること。 

３ その他 

 (1) 納入成果物 

ア 納入成果物に必要なソフトウェア及び CD-R 等は受託会社において準備すること。 

     なお、記録する文書ファイル形式は Word、Excel、PowerPoint、PDF のソフトにより作成したデ

ータを任意の方法により納入すること。他のファイル形式やバージョン等については、適宜主管

担当と打ち合わせること。 

イ 研修等に使用した資料一式を 1部納入すること。 

ウ 各納入成果物の作成に当たっては、事前に主管担当に原稿を提出し、内容について承認 

を得ること。 

(2) 講師の身だしなみ等 

 講師及び研修事務運営サポート担当者の服装は、スーツ（セットアップ）とし、メイクやアクセ

サリーなどの身だしなみは原則当行の基準に沿ったものとすること。 


